
第222号
企画・編集・発行

社会福祉法人
大野市社会福祉協議会
大野市ボランティアセンター
大野市共同募金委員会

大野市天神町１−19
☎６５−８７７３
印刷・㈱松浦印刷所

（１） 第222号 令和４年（2022年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

▲市社協
　ホームページ

この社協だよりは赤い羽根共同募金の
配分金を活用して発行しています。

地域で安心して
自分らしい暮らしを
送るために

　大野市社会福祉協議会　生活あんしんセンター
　「結はあと」は、令和４年４月から、認知症、知
的障がい、精神障がい等により、判断能力が十分
でない方の権利を尊重し擁護するため、これらの
方の成年後見制度の円滑な利用を支援する中核機
関（成年後見制度利用促進体制整備事業）を大野
市から受託して運営を開始しました。
　地域において成年後見制度を必要とされる方々
の利用促進を図り、これらの方が住み慣れた地域
で安心して暮らすことができる環境を確保するこ
とを目的として活動を進めていきます。

　～詳しくは２ページへ～
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　　　住　所：大野市天神町1-19　大野有終会館「結とぴあ」内
　　　電　話：６５-８７７３

生活あんしんセンター　結はあとへ
権利擁護や成年後見に関するお問い合わせは

　権利擁護支援のネットワークが円滑に機能するため、次の３つの
機能を役割としています。

①広報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　制度普及のための講演会等の開催やパンフレットの作成と配布
を行うほか、社協だよりや社協ホームページなどで広報します。

②相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　身近なところで相談ができるよう社協窓口や電話、
訪問などにより制度利用などの相談に応じます。
　また、弁護士などの専門職による無料相談を随時実
施します。

③成年後見制度利用促進　　　　　　　　　　　　　　
　裁判所への申立て手続きの支援や制度利用について
弁護士、司法書士、社会福祉士などの専門職につなげ
ます。
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安心して暮らすためのお手伝い
～成年後見制度利用促進体制整備事業がスタート～

例えば・・・
☆医療や福祉サービスの手続きや
契約が難しくてよくわからない
☆よくわからないままいらないも
のを買わされてしまう
☆お金や土地・建物などの管理が
　不安　　　　　　　　　など
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２
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２
）
療
育
手
帳
に
表
示
さ
れ
た
障
が

い
の
程
度
が
Ａ
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。
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７
３
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介
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福祉サービスの苦情解決をお手伝い

福井県運営適正化委員会（〒910-8516　福井県光陽２丁目3-22　福井県社会福祉協議会内）

事業所に直接話しにくい場合や、事業所との話し合いで解決できなかった場合など
お気軽にご相談ください。秘密は必ず守ります（匿名でもかまいません）。

相談時間　月曜日〜金曜日　午前９時〜午後５時（祝日・年末年始は除きます。）
電話0776−24−2347　／　Fax0776−24−8942
E-mail　kujyo@f-syakyo.or.jp

結ねっと改訂版完成
　「結ねっと」は、平成30年度に
“チーム結”が作成した高齢者の暮
らしを支える情報誌で、現在の内容に即した改訂版を
発行しようと令和２年度から準備を進めてきました。
　“チーム結”（結の心でつながる支え合いの地域づくり
推進会議）とは、市内の民生児童委員や福祉委員、社
会福祉法人などから選出された委員14人で構成され、
社協内に配置された生活支援コーディネーター（地域
支え合い推進員）を核として、大野市における高齢者
の在宅生活を支える地域の支え合いの体制づくりを進
めるための取り組みを行う組織です。

　改訂された「結ねっと」は、項目を日常的に使える
サービス（家事や買い物に困った時、通院など移動に
困った時など６項目）に限定し、営業時間や利用料金
などを加え、前回より詳細に掲載し、さらに使いやす
く、見やすくなりました。
　なお、「結ねっと」は大野市社会福祉協議会のホー
ムページでも閲覧することができます。

高齢者の生活を支える

結の心でつながる支え合いの地域づくり推進会議

2022年度版

♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥
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。
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子どもの頃からのボランティア体験を通した
福祉教育の推進、ボランティアニーズ調査に
よるボランティアマッチング機能の強化、身
近な地域での支え合い・助け合い活動をさら
に推進するほか、本年度から権利擁護支援体
制の充実のために、成年後見制度の利用促進
を図る中核機関業務を市から受託し、市民一
人ひとりがその人らしく安心して生活するこ
とができるよう努めていきます。
　介護保険事業等においては、近年、厳しい
経営状況が続いています。今後も、新型コロ
ナウイルス感染症の予防対策を講じながら、
効果的、効率的な事業運営に努め、市民から
信頼される良質なサービスを提供することや、
潜在的なニーズの発掘に努めるため積極的な
ＰＲ活動を展開し、事業の経営改善に取り組
みます。

令和４年度

　新型コロナウイルス感染拡大の影響が長期
化し、人同士の接触やコミュニケーションが
制限された結果、地域住民等による地域福祉
活動やボランティア活動は休止や延期等活動
の自粛を余儀なくされ、令和３年度の本協議
会事業についても、中止や代替という措置を
取らざるを得ない状況でありました。
　このような状況の中、本年度は、本協議会
の活動指針となる「第五次地域福祉活動計画
（５ヵ年計画）」の２年目にあたり、その基本
理念である「結の心でつながる福祉のまち」
の実現のため、着実な計画推進を第一義に考
え、地域住民や行政、関係機関・団体との強
力な連携と協働のもと、「地域の福祉力」が確
立されるよう次のところに力点を置いて各事
業に取り組みます。
　地域福祉事業については、前年度に続き、

１　福祉教育の推進とボランティア活動の強化
　　　○児童が考えて行う地域貢献活動への支援や中・高生の頃からボランティアに参加する機会づ

くりを進め、思いやりの心や助け合う意識を育めるよう福祉教育を推進します。
　　　○市民のボランティアニーズの意向に基づき、適切なボランティアマッチングを図ります。

２　地域で支え合い・助け合い活動の推進
　　　○地域の支え合いの体制づくりを推進するため、生活支援コーディネーターを中心に、地域住

民の自主的な取り組みを支援し、協議体（第１層、第２層）運営を通して多様な主体間の情
報の共有と連携の強化に努めます。

３　権利擁護支援体制の充実
　　　○成年後見制度利用促進のために新たに「成年後見利用促進体制整備事業」を市から受託し、

生活あんしんセンター「結はあと」を中心に、法人後見事業及び日常生活自立支援事業と共
に権利擁護の推進に努めます。

４　介護保険事業等の安心安全な介護サービスの提供及び経営改善と安定化
　　　○新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、安心安全な介護サービスの提供及び経営改善と安

定した事業経営に努めます。

　去る、３月26日、大野有終会館「結とぴあ」において大野市社会
福祉協議会の評議員会が開催され、本年度の事業計画及び収支予算
が決まりました。以下、概要をお知らせします。

大野市社会福祉協議会事　業　計　画

基 本 方 針

重 点 目 標
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収　支　予　算

収　入
326,455

会費　6,500

経常経費
補助金収入
29,740

受託金
41,818

拠点区分間
繰入金収入
40,438

介護保険事業収入
146,538

負担金収入
986

寄附金　2,000

障害福祉
サービス等
事業収入
42,921

県社協受託金
4,183

受取利息
配分金収入
11

事業収入
2,206 収　入

217,778

会費　6,757

市補助金
31,844

経理区分間繰入金
収入 25,929

積立預金取崩収入
6,669

介護保険収入
74,187

負担金収入
2,194

寄附金　2,500

共同募金
配分金 6,211

自立支援費等
収入 16,660

雑収入
395

貸付事業収入 205

受取利息配分金
収入 100

積立資産取崩
収入等　3,652

貸付事業
収入 203

その他の
収入 1,369

その他の活動による
収入 6,415退職手当積立基金

預け金取崩　8,073

（単位：千円）

（千円）
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さ
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介
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お
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大
野
市
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会
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協
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所
属
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の
役
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交
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ど
に
よ
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一
部
理
事
が
交
代

さ
れ
た
の
で
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し
ま

す
。

　【
理
事
】

　

松
田　

昭
彦

　

大
野
市
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同
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員
会
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営
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び
監
事
が
改
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、
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い
体
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が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

任
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和
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年
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１

日
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和
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年
３
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31
日

ま
で
で
す
。

　【
運
営
委
員
】

　

篠
島　

一
郎

　

大
葭
原
義
信

　

嶋
田　

博
之

　

千
味　

忠
平

　

中
村　

弘
之

　

光
澤　

正
和

　

前
川　

賢
治

　

三
村　
　

悟

　

萩
原　

勢
子

　

田
中　

眞
次

　

黒
田　

裁
博

　

岡
﨑　

忠
男

　

三
嶋　

利
昭

　

松
田　

信
子

　

梅
澤　

伴
子

　【
監
事
】

　

林　
　

幹
雄

　

福
田
洋
一
郎

役
員
一
部
変
更
に

つ
い
て

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会

役
員
改
選
に
つ
い
て

支　出
326,455 人件費

203,814
事業費
62,676

事務費
2,672

設備資金借入金
元金償還支出
2,536

助成金支出
4,605
貸付事業
支出 300

その他の活動による
支出 2,006

拠点区分間
繰入金支出
40,438

支　出
217,778 人件費

123,815

事務費
3,898

事業費
56,576

共同募金配分金
5,631

助成金支出
5,136

貸付事業等
300

借入金利息支出 263
経理区分間繰入金支出
22,139

負担金支出
20

積立資産支出
6,132

負担金
支出 0

ファイナンスリース
債務の返済支出 1,156

支払利息
支出 120

（千円）

　【
会
長
】

　

大
谷　

誠
治

　【
副
会
長
】

　

澤
本　

和
博

　

前
田　

廣
子



（６）第222号令和４年（2022年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

　大野市社会福祉協議会は、『結の心でつながる福祉のまち』を目指し、地域福祉の推進に取り
組んでおります。
　皆さまからいただきました会費は、地域福祉活動やボランティア活動などを推進するための
貴重な財源として活用させていただいております。
　本年度もご理解とご協力をよろしくお願いします。

『結の心でつながる福祉のまち』を目指して

社協会費ご協力のお願い

①一般会費（世帯）　

②賛助会費（企業・個人事業所）

〇各地区社協・福祉委員の活動支援
〇ボランティアの推進
〇高齢者ふれあいサロンの開催
〇障がい者への社会参加支援
〇一人暮らし・二人暮らし高齢者、障がい者世帯への
　安否確認
〇福祉情報の発信
　社協だよりやホームページ
　地域福祉活動計画の策定　　など

社協会費の種別

自治会を通じて各世帯にお願いしています。

社協活動に賛同くださる方々へお願いしています。

１世帯　500円

１口　1,000円

　令和３年度はコロナ禍のため、口座
振替での納入をお願いしたところ、多
くのご協力をいただきありがとうござ
いました。本年度の実施方法につきま
しては、改めてお知らせいたしますの
で、よろしくお願いします。

賛助会費について

　大野市社会福祉協議会は、市内小中学校の福祉教育活動のお手伝い
をしています。その中のひとつである「福祉体験教室」は、ボランティ
ア団体の方々のご協力をいただいており、その一部をご紹介します。

手話サークル名水の手話体験 視力障がい者前田さんとの交流

ボランティアセンターより

点訳ボランティアてんてんの
点字体験 ▼
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無料法律相談　※事前の予約が必要です
土地・財産など法律上の問題に弁護士が応じます。

（時間）午後１時～４時
（会場）大野有終会館「結とぴあ」

心配ごと相談（予約不要）
日常生活の中で悩みごとや心配ごとに相談員が
応じます。

（時間）午前９時～正午
（会場）大野有終会館「結とぴあ」205号室

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　ふれあいサロンのご紹介　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

【お問い合わせ先】

　大野市社会福祉協議会
　大野市天神町１−19　電話　65−８７７３

　「ふれあいサロン」とは、高齢者が住み慣れ
た地域でいきいきと過ごすための「交流の場」
です。人とふれあい、楽しい時間を過ごすこと
により、生きがいづくりや介護予防につなげて
います。
　大野市社会福祉協議会では、新規サロンの立
ち上げのお手伝いをしています。関心のある方
は、お気軽にお問い合わせください。

～小地域支え合い支援事業の
　実施地区を募集～
１地区上限３万円
　「小地域支え合い支援事業」とは、福祉委員を
中心に、区長や地域の関係者が連携して、地域
の生活・福祉課題の解決に向けて取り組む活動
を応援する事業です。
　この事業は、平成30年度から大野市内の全地
区を対象に実施しています。
　本年度もこの事業を実施します。１地区３万
円を上限に助成しますので、地域をよくする取
り組みをお考えの福祉委員は、お気軽にお問い
合わせください。　　　　　　　　　

お達者クラブ
（中荒井町２丁目）（令和３年度～）

陽
ひ よ り

愛サロン
（陽明町３丁目）（令和４年度～）

かすがにしサロン（春日２丁目西区）（令和４年度～） 大野市社会福祉協議会　65−８７７３

地域での取り組みに助成します ……各種無料相談のご案内……

６月
９日㊍23日㊍

７月
14日㊍28日㊍

８月
４日㊍25日㊍

〈北大野区〉介護保険の勉強会

お達者クラブ
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皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
は
、
令
和
３
年
度
で
２
，
０
１
０
キ

ロ
グ
ラ
ム
／
８
６
４
，
３
０
０
個
に
な
り
ま
し

た
。
集
め
ら
れ
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
、
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
推
進
協
会
を
通
じ
て
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
原
料
と
し
て
換
金
さ
れ
、
医
療
支
援
や
障
が

い
者
支
援
、子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ン
グ
プ
ル
は
、
令
和
３
年
度
で
２

６
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
／

２
６
，０
０
０
円
に
な
り
ま

し
た
。リ
ン
グ
プ
ル
は
、リ
サ
イ
ク
ル
メ
ー
カ
ー

に
売
却
し
、
売
却
益
を
地
域
福
祉
推
進
活
動
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

古
切
手
は
令
和
３
年
度
で
１
２
．
７
キ
ロ
グ

ラ
ム
／
２
０
６
件
あ
り
、
誕
生
日
あ
り
が
と
う

運
動
本
部
を
通
じ
て
バ
ザ
ー
で
売
ら
れ
、
障
が

い
者
の
啓
発
活
動
等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

や
さ
し
く
あ
た
た
か
い

　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　この度、皆さまからお寄せいただきま
したリングプルの売却益を活用し、貸し
出し用の車いすを購入しました。
　今後も地域
福祉推進活動
のため、ご協
力をお願いし
ます。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
リ
ン
グ
プ
ル
・

古
切
手
の
回
収
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ありがとうございました


